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イネ の根 にお いてNH才の供給 に伴 って増加 した





































































































草丈・分げつ数 個体の乾樋 において・野生型と比 馨・


































































論 文 審 査 結 果 要 旨
イネの穂 を構戒 す る窒素の約80%は,老 化器官か ら転流 してきた窒素 に由来 してお り,グ ルタ ミンは
主要な転流形態 である。転流 グル タミンの再利用 の初期段階 で,NADH依 存性 グル タミン酸合成酵素
(NADH-GOGAT)が重要 な機能 を担 う可能性が示唆 されて きた。 イネ根 においては,窒 素供給 に応答 し
た発現 を示すが,そ の詳細は明 らかで はではない。本研 究では,イ ネ根において,窒 素 に応答 して増加
するNADH一(}OGATmRNA並びにその タンパ ク質 が集積 する細胞 を特 定 して機 能 を論 議す る ととも
に,ア ンチセ ンスRNAを 発現 する形質転換 イネを用いて,窒 素転流 におけるNADH-GOGATの生理機
能の解明 を試みた。植物 の根お よびア ンチセ ンス植物 を用いたGOGATの 研究 は本研究が初めての例 で
あ り,窒 素利用の分子機構 の解 明 において,極 めて重:要な研究 に位置づ ける ことがで きる。
まず第 一 に,イ ネ(ササ ニ シキ)の幼 植物 根 におい て,ア ンモ ニア供 給 に伴 って増 加 したNADH-
GOGATタ ンパ ク質 の集積場所 が,表 皮 ・外 皮細胞 であ ることを免役組織 学的に示 した。 この結果 は,
吸収 されたア ンモニ アは この表層二層の細胞 において,サ イ トゾル型 グル タミン合成酵素 と共役 して速
'
やかに同化 している ことと,そ の同化 に際 してNAI)H-GOGATが律速 してい ることが示唆 された。 同
時に,二 重染色法 によ り他の分子種 であるフェレ ドキシンGOGATタ ンパ ク質 とは,分 布す る細胞群が
相補的 である結果が示 された。
第二 に,NADH-GOGATmRNAの集積す る細胞 をinsituハイブ リダイゼー シ ョン法 に より解析 し
た結果,mRNAは タンパ ク質が集積 した細胞 の一層 下層 にあ る厚壁組織細胞 に検出 された。NADH-
GOGATプロモーターによる レポーター遺伝子 の発現 もこの細胞 に認め られた ことか ら,遺 伝 子発現 の
場所 と,翻 訳産物 の集積場所が異 なる ことを明 らかに した。 この結果 は,mRNAあ るいは翻訳産物が細
胞 間を移行す る可能性 を示 してお り,今 後 の研究の大 きな展開が期待 され る。
第三に,NADH-GOGATアンチセ ンスRNAを 発現す る形質転換 イネの解析 を行 い,NADH-GOGAT
mRNA,タ ンパ ク質,活 性が それぞれ減 少 してい るこ とや,組 織 内局在性 は変化 しない こ とを確認 し
た。 このア ンチセ ンス イネの成育,一 穂 あた りの穎果数,あ るいは師管液のア ミノ酸組成は対照 と大 き
く変わ らないが,登 熟不 良による千粒重の減少が認 められた。この結果か ら,NADH-GOGATが穎果 に
転流 されて くるグル タミンの再利用で鍵 を握 ってい ること,並 びに窒素利用系が穎果の登熟 に直接影響
を与えている ことが示 された。
以上の ように,本 研究 はイネ根 におけ るNADH-GOGATの分布す る細 胞の特異性 を初め て明 らか に
す るとともに,ア ンチセ ンスイネを用 いてNADH-GOGATの窒素転流 における生理機 能を解 明 したも
ので,今 後の研究の発展 が大い に期待 で きる。今後,イ ネの成育や生産性 あるいは品質の改善 に直接結
びつ く研究へ の応用が可能であ る。従 って,審 査員 一同は,本 論文の著者 に対 して,博 士(農学)の学位
を授 与するに値す る もの と判定 した。
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